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花粉のを委芽と培養基上に於ける

其の吸水速度との関係に就きて

木 原 均

ON THE RELATI9N BETWEEN THE GER悶INATIONOF POLLENS 

AND THE ABSORPTION OF WATER 

By 

HrrosHI KrnARA 

.. 
、．. 

余IJ,大正六年四月よ b 大正七年七月まで「花粉に及ぼず低温の影響J~~就きて

研究する所あ bしも未だ充分なる結果を得る能はず。更に賓駿を要する黙甚だ

多主を以て該問題は暫〈之を稜日に譲れ弦に其一部卦として行以たる前行i東

件の花粉礎芽に及ぼす影響に就て既に得たる成讃を鎌Lて報道せんとすO 賓験

に供したる花粉は纏ベて硫酸紙に包みて盤化カJVジクムを用以1Zる乾燥器中氏

入れ、冷菰函（蝿氏四度乃至十二度）並に氷黙下一度の氷倉勺ζ貯へたるものな

!J o之等の外、寒剤を以て低温に保ちたるものあれども、か、る花粉tζ就ては

述べず。すべて花粉は短時日にては低温によ bて害を受〈る事殆えさ皆無にし

て、低温に曝したる花粉を徐令 it高温ならしむる事、及び之を急激に高温在ら

しむる乙との差異を認Uる能はず吉故に之を前行健件と在す能はず、余の前行

保件としtcるは乾燥状態よ b急激に吸水せしむるか又は徐今に吸水せしむるか

にあb。

Jost'3）氏（1905）は従来人工的接芽不可能な bと信ぜられたる禾本科及び菊科植

1）余の貰験中白白iご氷倉の使用か詐JJJぜられれる大日本ピー Pレ曾枇札幌工場長農拳士藤田昌氏に厚

〈感謝すo ' 

2）余の賓験にιれ11・、棒、ちめいよしのの花粉l:t液体空気中l二三十分間試験管中に花粉包や入れて
曝寒しれるもfMι〈設芽す。叉之等の花粉或l:t花全体か液体空気中に五分間浸しれるも同様議芽カ旺盛
なゆ。

3〕徳川氏（I肝心 i. り ~I周寸。

""・ － 



180 木原一花粉の夜芽と培養基上lこ於げろ其の吸水速度との関係lこ就きて

物の花粉tζ就て其水升吸牧量を加識せしめ善〈之を霊堂芽せしめた ！＞ 0 Pfundt氏

(1909）は乾燥と花粉の接芽カ保存期間との関係を精査し乾燥して貯蔵せるもの

は一般に生存期間長しと離も之氏例外の存する事あbと云へb。之等は従来行

はれたる前行僚件の主主るものにして、花粉接芽に劃する研究を在さんとする

に常って常民議め此の勲氏於て考察せぎる可かちず。而して堕化ヵJVVクム

（又は硫酸）乾燥器中に貯へられたる乾操花粉を試験するに鴬b之れが培養基上

に於ける水牙吸牧の遅速が其の稜芽カと大在る関係を有する事に就τは未だ何

人志言及せぎる所在 b。

害つτGolinski1）氏（1893）が間宮載物精子を用CA＂（禾本科植物の花粉を懸滴

培養せる際に其培養液中の花粉は接芽せぎるも其の近〈に存在せるものLみ接

芽せしを認めたるは金〈水芳吸牧の速度によるもの在る可きを想起せしむ。す

べて懸滴培養の際に花粉は培養液中にあらずとも多量に水分の供給をうくるを

以℃ Jost氏（1905）の行以たるが如く車K水分の吸牧量の減少のみに之を蹄する

能はず。依bて先づ乾燥器に長〈保存したる花粉に聖母し吸水速度の遅速と花粉

接芽との関係に就て賓験を行CA1c ！＞。

今っきみさラの花粉を乾燥器に入れて十一日間冷蔵函或は室内氏貯戒したる

綾其の花粉を取b出し直ちに五%薦糖寒天培養基刊と播下したるに破裂するも

のあれど接芽するもの攻し。此の花粉は十一日以内にては多少の稜芽歩合を損

するも接芽皆無と在らず。叉ひかのとゆり、 L.＂；かのとゆ PKても十四日にし

℃同様の現象を認めた b。而して此の場合には気乾朕態に保たれたる花粉は尚

喜安芽良好な b。之等の花粉包をと b蒸溜水を盛bたる皿に柏、子鐘をかけ潟室と

なし．其水上にペト 9－皿を浮べて、此の上に載せ十玉砕乃至三十卦聞入れ置

きたる稜此の花粉を培養基上に蒔〈時は良〈費芽するを見たbo種φの花粉に

於ても斯〈の如く乾操して貯へられたる花粉を或日教が経過したる綾取出して

め Lidforss氏（1896）ιり引用す。
め培養基として I！再蒸溜水浴車用しれるものと、二%の寒天溶液に遁度のE聖徳~加へ7こる培養基や
殺菌ぜるベト甲ー皿lこ流し込みて固めたるものとか用1!}1、後の湯合iこI！皿ゐ裏返して検鏡ぜり。
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徐ゃに吸潟せしめて培養基に蒔Sたると然るぎるものどに於℃は著しき差異を

示すものに℃一方はよく畿芽し他方は金く接芽せざるか又は僅かに義芽するに

止まるο而して斯くの如き差異を示すには或程度の乾燥めと貯識によ ！＞ 1:弱き

生活力に達したる花粉に多〈起るものにして、冷戴函及び氷勲下一度の永倉tζ

貯へられたる花粉が此の賦態に達する迄の日数は次の如L0 

冷撒函
乾燥器よ b出し直ちに蒔き 徐φに吸水せし
て畿芽力を失J、迄の日敷 めたる生存日敷

たが陰ゃなぎ 120 . 3.82 

ほっとやなぎ

はなしゃラぶ

ぢぎたりす

っきみさB

Uかのとゆり

Lろかのとゆり

に点

おほぶL

水倉

なが按ゃなぎ

てんにんさラ

っきみさラ

v.かのとゆP

91 

152 

130 

l l 

14 

14 

I I 

132 

不明（365以上〉

6 

12 

31 

288 

339 

65 

69以上

69以止

21 I以上

507以上

58以上

67 

68 

培養基

蒸溜水

蒸溜水

五%
藤糖寒天

同

岡

同

同

同

開

五%
薦糖寒天

同

同

同

冷蔵画内のやなぎの場合には培養基として蒸溜水を車用した b。此の場合花

粉を乾燥状態よ b直ちに水中に蒔く時は水分を吸牧する速度は寒天培養基を使

用する時よ bも極め℃速攻 !J0 なが陰ゃなぎは五%廉糖寒天培養基上にてこ百

十五日迄直ちに播下するも稜芽するを認めた b。

更に吸水速度と礎芽との闘係を確めんが錦め央の如〈賓験を行以た b。硝子

鐘tとて蓋以tc.る時は吸水備不充分にして花粉が膨脹する迄には達せぎるを以て

1）花粉の乾燥速度l二闘して余l主主主に詳記ぜざるも初めの三日聞はその重量の減少率甚だ高〈約十日
』二て会〈乾燥す。
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懸滴培養に於げるが剣〈フア Y チーグム セjvを使用t;.，その底に蒸摺水を

入れ．乾きたる蓋硝子氏採集貯蔵稜百七十日を経たるながほゃなぎの花粉を摩

bつけて之を被覆したb。然る時はセ／I(内の水蒸気が此の花粉を需して漸次球

形と怠る迄水分をJ徐φに合ましむ。之は顕微鏡下にて槍し得ベし十分万歪r十

五分にて金〈球形となる。此の時初めて再蒸溜水を加ムる時はながはーやなぎの、

花粉はよく穀芽し、直ちに蒔3だるlものと明瞭在る差異を示す（下圃参鳴｝。

乾燥したる花粉は一般に密集せる部長子よ b楼芽管を出すとと多し、之は其部

分拡多くの花粉が存在する錦め花粉の礎芽数も従つ℃多かる可しと蜂も、ーに

は此の部卦の花粉が徐令に吸模する矯めならんと考へ得ぺし。百三十日間貯蔵

せるぢぎたりすに於て密集せる花粉塊よ bは稜芽し離れたる一つ一つの花粉

よbi主義芽せまるを認めたb。叉ゆりに於ても花粉が堆積せる所にあbて寒天

培養基に直接燭れぎる花粉が接芽したる場合あh0 

以上は凡ペ℃人銭的に乾燥したる花粉君れE、自然的乾燥の状態のものに於

ては如何なる闘係あるかを知らんとす。 Lidforss氏（I896）に依れば花の構造に

よb降水に劃して保護せらる、花粉は水に劃する抵抗力弱〈、保護せられざる

花粉は甚だ抵抗力強〈してよく蒸溜水中に接芽すと云へh。氏は花粉採集のた

め切 ！＞ >.: !Jたる枝を水耕器に入れて．蓋をかけたるものと、然らぎるものとは於

て後者の花粉は蒸溜＊にで金〈稜芽せぎるか破裂するか又は僅かに殺芽するの
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み在るも、前者の花粉iま九十プロセシトの稜芽を見たら。之は車に花粉の生成

時に於ける漉卦の影響と見るを得ず。之によ b屯新らしさ花粉も自然的乾燥朕

態よ事庖ちに水唱に蒔きて害あるを知る可し。氏の賓験に供したる植物中Plan-

t噌U lanceolata k就て余の賓験したる所によれば．此の花粉は野生のものにて

も水中に礎芽したるを以て此の間の差異を認むる能はぎb~o 然ね ciも語、、る

植物のまE粉が徐φの吸潟によ b℃礎芽せしめラベ主は容易に想像Lラるi所在b0 、
余は雪eJttの花粉に就て賞験したるに其の花粉は採集後六日にして自然乾燥状態

はあ b：：（議芽せまるに至るも之色濃室に入る Lか若し〈はバラフイシ紙に9、
みて水上、に浮ペ徐令に吸水せし訂る時はまえ礎芽す。之を直ち記蒔けば識穿す t

る之となし。

要之乾燥紋態よ b直ちに培養基上に蒔 ~1之る花粉』として警告芽せぎる場合も穣

分の吸牧を徐φ在らしむる時は楼芽するを得るは疑窓3所在bコ但し附ま・?J..tt

んりさラの如きは例外にして何れの場合も一様に礎芽するとと宅EL O 備すべて

の花粉は混室に長〈放置する時は生存期間を短縮するものにして百十日以後の

はなしゃラぶの花粉は混室に二日以上入れるく時は畿芽力を失ム。

以上によ bて明在るが如く花粉の費芽力保存期聞は乾燥貯蔵せるものにては

培養基上に播下する時の前行候件によ b℃甚だし〈差異あるものな b0 Pfundt 

氏（1909）が硫酸上にて乾燥したる場合と、ある水蒸気歴のもとに貯蔵したる場

合とに於て常に前者に於て最也長さ生存期聞を示3立bLは此の前行陳件を行

はぎbしに依るもの在らんと思J惟ヨるoUかのとゆりに於t室内にて乾燥器に

入れ貯蔵したる花粉は十四日にて乾燥J:9直播する時は死するも集乾して貯蔵

したるものは之よ b長〈ご十七日間生存す。之に依bて集乾せるものが這に長

〈生存するとは断定する能はず。此の乾燥せ．る花粉は徐令に吸水せしむる乙と

によ b三十五日間接芽カを維持す。

貯蔵するに嘗bて花粉が乾操によ b畿芽力を失ふIJ花粉のプラズマ耳慣イド
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め性質tt蹄すべきもの在る可〈、之が vanBemmeln1）氏の賓験による老年の細

胞コロイドが乾燥よ b蓄に復す際の可逆黙の高きと一致するものな b。叉植物

細施の諌死は氷の生成に伴以℃脱水乾燥せらる、12め＂＇ 9 .とすれば（Muller-

thurgau, Molisch, Maximov氏等）花粉は乾燥に劃する抵抗性著し〈強き乙とも其

耐寒性の強きと何等かの閥係あるを認め得可LO 叉 Sachs氏は植物細胞の凍死

は結氷稜急に之を溶解するためな bと説Sたるに興し Molisch氏（1897）、 Maxi-

mov氏（1914）等は之に反劃せb。 若し Maximov氏等の唱ふるが如く脆水せ

られたる原形質が再び蓄H：復するを得ずして諌死が惹起さる、ものとせば．花

粉の場合に於けるが如〈乾燥紋態よ b徐 φに吸水せしむる時ll或は之等の植物

細胞の凍死を避けうる場合も考へらる0 Molisch氏（1897）は Agaveamericana 

の葉に於℃ Sachs氏の設を認めたb。更に多くの寅験を行ふ時は或は此の種の

植物細胞の存在も見出3る、在らんと考へらる。

絡bit 殖み本質験を行ム ~1:.常 b 終始懇篤在る指導を賜 b たる理皐博士郡場教

授に劃し深草なる戚謝の意を表す。向其他種φなる便宜を典へられたる理皐博

士宮部教授並に本論文を草するに嘗b懇切なる敢導を賜bじ農皐士伊藤教授に

深〈謝意を表す。

札幌、農科大串植物皐致室に於℃大正七年十一丹十二日
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